1. はじめに―発表のあらすじ―

昨年から私は小劇場演劇、とりわけ60年代末から70年代までの“アングラ演劇”を研究してきました。そしてまた小劇場ポスターという視点からも、各々の劇団の思想や趣向、時代背景を研究してきました。そこで今回はパフォーマンスの視点から演劇を解体していくことで、演劇ポスターとはひと味違った演劇の局面を見ていきたいと思います。

演劇とパフォーマンスの境界線はあるのか、それともないのかという疑問に直面したとき登場するのが、日本においては寺山修司の主宰した劇団演劇実験室「天井桟敷」の演劇だと私は考えました。そしてもちろん、彼らはその境界線を壊してしまったように思うのです。それこそ初期の頃の活動は、当時の商業演劇や「新劇」のような演劇（近代の翻訳劇、啓蒙的な西洋主義の演劇）を痛烈に批判する運動を行なっており、パフォーマンス的要素は見受けられないものの、後半70年代以降、次第にそのパフォーマンス色を濃くしていきます。それは、彼らの単に演劇の常識を攻撃し、制度の矛盾をついて新しいタイプの実験演劇を生み出していくだけでなく、演劇によって人々に日常や現実感覚の揺さぶりをかけ、現実の向こうにある世界を見いださせようとした点にあると思うのです。それが、後に現れる様々な芝居形態であり、また劇場の中で叫んでも世の中は何も変わらないと考えた彼らの、「劇場からの自立」＝「市街劇」という野心計画でもありました。

そういうわけで、これから天井桟敷の演劇をいくつか見てゆきたいと思います。そしてパフォーマンスとの境界線の曖昧さを感じていけたら本望です。その前にまず、パフォーマンスとは何なのか観察してゆくことにしましょう。

2. 演劇÷パフォーマンス？

［パフォーミングアーツ］　→　演劇・ダンス・音楽

［Performance］

①語彙　→　実行・成就・仕事・演技

②名称　→　60年代に発生したハプニングやイヴェントを総称し、70年代頃につけられる

◇パフォーマンスの歴史

既成の演劇、オペラ、ダンス、音楽、映画に収まることなく、「芸術」という言葉の破壊を行なったマリネッティらイタリア未来派の諸々の実験活動に遡る。

◇パフォーマンスとは
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Ex）　ジョン・ケージ『４分３３秒』（1953）

3. 寺山修司＋演劇実験室「天井桟敷」

ａ．理念（なぜ演劇？）

世界を動かすのは想像力である

→　日常に押し寄せる想像力やフィクション、虚構の力のすごさ

By）　アントナン・アルトー『ペストと演劇』

→　集団で想像力を生み出していく

＝　演劇の想像力や虚構で日常を変革させられるのではないか？

ｂ．特徴

［前期］　見せ物の復権（見せ物小屋・サーカス・カーニバルなどの視覚的なもの）

・大男、ゲイ、巨漢、こびと、美少女、道化師などのあつまり

・小劇場

→　VS　「新劇」築地小劇場の“見せ物の復権”

Ex）　青森県のせむし男[1967]　　大山デブ子の犯罪[1967]

［後期］　メタシアター的（演劇についての演劇）

◇従来の演劇の枠組みから著しく外れていた

・舞台は一つ

Ex）　百年の孤独[1981]…四舞台同時上演劇

・芝居は全部観ることができる

Ex）　ガリガリ博士の犯罪[1969]…（観客は様々な方向を向いて座らされ、誰も劇の全容を見ることができないのは、私たちが部分しか因果に関わることのできない世界の法則に似ている）、盲人書簡[1974]…暗黒劇（見えない半世界は想像力によって補う）

・主人公は俳優

Ex）　観客席[1978]…観客が主人公（客を劇に巻き込み役者を観客席に紛れ込ませる）

・客席は固定された安全な場所

Ex）　阿片戦争[1972]…迷路劇（客は迷路の劇場の中を出口を探してさまよう）、レミング[1979]（客席にカーテンが敷かれ、細かく仕切られる）

・劇場の中、火は使えない

Ex）　イエス[1970]…私宅侵入劇（観客は日常を装った虚構に、まんまと一杯食わされる）、人力飛行機ソロモン[1970]…市街劇（街の現実に演劇の虚構を入れ、虚実の境界線を取り除くことを目指した）、ノック[1975]…30ｈ同時多発市街劇（どれが日常で、どれが虚構か。観客は目をこらすが、果たして見分けることができるのか）

◇一定のスタイルや様式を持たない常に新しい実験演劇の発表

→　「前衛は、前衛としての新たな展開と固定されたスタイルを獲得し、社会的地位を固めることにより、前衛ではなくなる。」

＝寺山修司と天井桟敷の趣向は解散するその日まで前衛であったのではないだろうか。

ｃ．まとめ

以上から、寺山修司率いる「天井桟敷」は、近代的な演劇のあり方を否定し、新しいタイプの演劇を次から次へと出現させ、その姿勢は常に前衛的であったことが伺えよう。特に街頭演劇は、大衆的に訴えかけることのできる一番の方法で、人々の日常を挑発し、信じていたものに疑問を持たせ、衝撃を与えていくものだった。だから「天井桟敷」の演劇はパフォーマンス的要素を備えていると思う。そもそも寺山修司は、その作品からもわかるように未来派やダダ、シュルレアリスムの影響を非常に受けていた。そういった60年代までの西洋の芸術運動に煽動され、日本の演劇の解体、そして演劇そのものの解体（＝パフォーマンス）をも目指したのだろう。

4. 考察
＜演劇×パフォーマンスアート＞

このように、舞台と観客という二分されていた近代までの演劇の関係から、俳優と観客の関係の破壊、人間同士の相互関係を超越しようとした近代以降の演劇やパフォーマンスは、今日における様々なコンピューターを駆使した、観るもの自身の存在あるいは行動によって作品が成立するインタラクティブ・アートや、テクノロジーによる身体機能の拡張の先駆けともなったと考えられています。しかしこのように“インタラクティブ”が氾濫する中、なぜインタラクティブなのかという問いが、もう一度アーティストたちには必要となってくると思います。その問いの答えには、その原点である、人と人とのつながりを重視した演劇やパフォーマンスが何らかの可能性を握っていることを期待したいです。

5. 疑問点
○以上のように私は、「天井桟敷の」街頭演劇はパフォーマンス的だと思うのですがみなさんはどうでしょか。そして、例えば路上の大道芸人はパフォーマンスをなしえているといえるでしょうか？また、身近に思い浮かぶパフォーマンスを挙げて下さい。

6. 参考文献
・身体論とパフォーマンス（）學燈社

・「寺山修司　多面体」（１９９１）東京研文社

・「新潮日本文学アルバム５６」（１９９３）新潮社

・寺山修司「私という謎」（２００２）講談社

・「寺山修司演劇論集」（１９８３）国文社

・萩原朔美「思い出の中の寺山修司」（１９９２）筑摩書房
7. 参考資料
＜寺山修司の略歴＞

1935年青森県弘前市に生まれる。五歳の時に父・八郎が出征、永訣。県立青森高校在学中より俳句、短歌、詩の世界で早熟な才能を発揮、歌壇デビューを果たす。その後上京して早稲田大学に入った（後に退学）寺山はネフローゼを発病して瀕死に至るが、奇跡的に生還し、歌集「血と麦」「田園に死す」や戯曲集「血はたったまま眠っている」、競馬やボクシングの評論集、カルメンマキの「時には母のない子のように」作詞、テレビやラジオドラマ「中村一郎」などを書いて多くの賞を受賞しマスコミをにぎわせていく。1962年には実験映画「檻囚」を監督し、以後も「書を捨てよ町へ出よう」など精力的に映画作品を制作していった。また1967年には横尾忠則、東由多加、九條今日子らとともに演劇実験室「天井桟敷」を設立。その成果は国際的にも大きな反響を呼んだ。しかし数々の演劇作品、18本の実験映画、7本の長編映画、200冊近い著作を残し1983年、肝硬変と腹膜炎のため敗血症を併発して死去。享年47歳。

＜天井桟敷の奇跡＞

1967年

1月　横尾忠則、東由多加、九条映子らと「演劇実験室・天井桟敷」設立　　4月　旗揚げ公演「青森県のせむし男」上演　　6月　「大山デブコの犯罪」　　9月　「毛皮のマリー」
1968年

1月　「新宿版　千一夜物語」　　3月　「青ひげ」　　9月　「書を捨てよ、町へ出よう」　　10月　「星の王子さま」
1969年

3月　渋谷に天井桟敷舘および地下劇場落成　「時代はサーカスにのって」　　6月　フランクフルトの国際前衛演劇祭エクスペリメンタ「犬神」「毛皮のマリー」　　12月　「ガリガリ博士の犯罪」
1970年

5月　「イエス」　　7月　「ブラブラ伯爵」　　11月　市街劇「人力飛行機ソロモン」
1971年

4月　ナンシー国際演劇祭「邪宗門」「人力飛行機ソロモン」　　6月　オランダ巡演「邪宗門」、オランダフェスティバル「人力飛行機ソロモン」　　9月　ベオグラード国際演劇祭「邪宗門」グランプリ獲得
1972年

1月　渋谷公会堂「邪宗門」　　8月　ミュンヘンオリンピック藝術祭、野外劇「走れメロス」　　9月　ハンブルグ・デンマーク・ベルリンの劇場「邪宗門」　　10月　アムステルダム「阿片戦争」
1973年

8月　高円寺東公園、街頭劇「地球空洞説」　　9月　イラン藝術祭「ある家族の血の起源」　　10月　ポーランド国際演劇祭「盲人書簡」
1974年

7月　「盲人書簡」「盲人書簡・上海篇」

1975年

4月　30時間市街劇「ノック」杉並区阿佐ヶ谷一帯　　6月　「疫病流行記」　　11月　オランダ、ベルギー、西独巡演
1976年

6月　渋谷の天井桟敷舘閉館　　7月　麻布十番に移転　　8月　イラン藝術祭「阿呆船」
1978年

1月　「奴婢訓」東京、晴海国際センター　　2月　ヨーロッパ巡演　　6月　「身毒丸」「観客席」
1979年

5月　「レミング」晴海国際センター　　7月　イタリア巡演　　8月　「こども狩り」岸記念体育館　　10月　「青ひげ公の城」西部劇場
1981年

5月　「奴婢訓」アメリカ巡演　　7月　「百年の孤独」晴海国際貿易センター
1982年

12月　「レミング-壁抜け男」
＜アルトー・アントナン＞

ブレヒトと並ぶ２０世紀最大の演劇理論家。アルフレッド・ジャリ劇場の設立や、近代演劇に反する残酷演劇論を唱えた。彼の思想は死後、リヴィングシアターやハプニングへの発展につながった。
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